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2025 年度 同志社大学奨学金 

2026 年度 民間団体奨学金《大学推薦》志望登録 

2025 年度 同志社大学修学特別支援奨学金＊ 

出願のしおり 
 

 

 

※注意※ 

 

出願書類は郵送でのみ受付します 
 

 

出願受付について  ※国際教育インスティテュート（ILA）の 2025 年秋学期入学生は別途案内します。 

初めにインターネットによる申込が必要です（※携帯・スマートフォンからは申込できません） 

出願期間（※最終日消印有効） 提 出 方 法 

 8 月 1 日（金）～ 

9 月 12 日（金） 

本学奨学金ウェブサイトに掲載している、 

出願封筒貼付票を封筒へ貼付し、所属校地の学生生活

課へ簡易書留にて郵送してください 

○ 出願期間、提出方法は厳守してください。 

  出願期間最終日の翌日以降の消印のものは一切受付できません。 

○ 書類到着のお問い合わせには対応しておりません。 

○ 学生生活課窓口での受付は一切いたしません。 

○ 出願のしおりを熟読のうえ、提出書類を全てそろえて出願してください。願書のみ、もし

くは収入書類のみ提出の場合、受付はできません。 

  ○ 採否に関する諸連絡は、Microsoft365(Outlook)のメール（大学から付与されたアドレス

宛）を利用して行いますので、出願と同時にご自身が日常使用するメールアドレスへの転

送設定をしてください。 

 

＊同志社大学修学特別支援奨学金の詳細については、P.27以降を参照してください。 
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連絡先 

 

同志社大学  学生生活課 

今出川校地 〒602－8580 京都市上京区今出川通烏丸東入  TEL 075-251-3280 

京田辺校地 〒610－0394 京田辺市多々羅都谷１－３      TEL 0774-65-7430 
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▼奨学金を出願・受給するのは、学生である「みなさん自身」です。 

保護者や家族と相談しながら、責任を持って自分で手続きをしてください。 

 

▼同志社大学には、今回募集する奨学金のほかに、同志社大学独自の奨学金、日本学生支

援機構奨学金、民間・地方公共団体奨学金などの多様な奨学金制度があります。 

（P.25 のⅤ．奨学金制度一覧表参照） 

 

▼奨学金の出願には、収入に関する書類を揃える等、準備に日数を要しますので、早めに

準備してください。 

 

▼願書や収入書類は信書にあたりますので、簡易書留で郵送してください。 

なお、本学へはマイナンバー（個人番号）が記載された書類は提出しないでください。 

 

▼奨学金に関する手続きをする場合、学生証を必ず持参してください。 

 

▼奨学金に関すること、学生生活を送るうえで生じる経済的な問題があれば、すみやかに

学生生活課へ相談してください。 

 

▼この『奨学金出願のしおり』は 2025 年 6 月現在の情報をもとに編集しています。取り

扱いに変更があった場合は、本学奨学金ウェブサイトでお知らせいたします。 

 

▼懲戒処分を受けた場合、処分を受けた期間の出願資格が認められないことや、奨学金の

全額又は一部を返還していただくことがあります。 

 

▼奨学金の採用者については、同志社大学のウェブサイト・広報誌等に＜奨学生の声＞と

して掲載するため、文章の提供またはインタビューをお願いする場合があります。その

際、奨学生の個人情報の公開範囲は都度確認させていただき、ご了承をいただいた事項

以外は公開しません。 

 

▼同志社大学は、学校法人同志社の「同志社個人情報保護規程」に則り個人情報を取り扱

います。 

参考：http://www.doshisha.ed.jp/privacy/index.html  

  

 Ⅰ．はじめに  
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１．概要 
❖学資支弁が困難な者に対し、給付する本学独自の奨学金です。 

❖「高等教育の修学支援新制度（日本学生支援機構の給付奨学金、大学の授業料等減免）」との併給には制限があ

ります。 

❖同志社大学奨学金の給付財源には、次のものが含まれています。 

 ◎本学卒業生からの寄付金による基金「浜田園子・浜田博愛奨学基金」 

 ◎本学卒業生や教職員等の個人・法人・団体からの「同志社大学 2025 ALL DOSHISHA 募金」を通じた寄付金 

  ❖本学では、学生本人が在学中に死亡し、遺族から退学した学期の末日までに申し出があったときは、納入された

学費のうち、月割計算により退学とされた日の属する月の翌月以降の学費（授業料、教育充実費、実験実習料）

及び諸会費の合計額を返還することになっています。その際、退学した学期に、この奨学金を受けていた場合は、

給付方法（銀行振込、学費充当）にかかわらず、返還額から、月割計算により退学とされた日の属する月の翌月

以降の奨学金相当額を控除します。 

 
２．奨学金の内容（緊急時の奨学金については、P. 24 を参照ください） 

 内  容 金  額 ※ 支給期間 

同志社大学奨学金 給付制 

神、文、社会、法、経済、商、 

政策、グローバル地域文化学部……300,000 円 

文化情報、スポーツ健康科学部……320,000 円 

理工、生命医科学部…………………430,000 円 

心理、グローバル・コミュニケーション学部 

               ……340,000 円 

※「高等教育の修学支援新制度」による給付

奨学金の受給または授業料等減免の適用を受

ける場合の金額は、P.8 を参照ください。 

1 か年限り 

（毎年出願

可） 

 

 

 内  容 対象 支給期間 

同志社大学 

修学特別支援奨学金 
給付制 

災害・不慮の事故等で生計維持者が死亡または後

遺症により就労不能となった場合もしくは、災害

等により住宅が半壊以上の被害を受け、家計が急

変した場合 

在学期間中に 

1 か年限り 

※詳細は、P.27 以降を参照ください。 

 

 

 

  

 Ⅱ-1．奨学金について  
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３．出願から採用まで 

8 月 1 日（金）～ 

9 月 12 日（金） 

インターネット

による申込 

・ P.10～15 の手順に従って入力を行ってください。 

8 月 1 日（金）～ 

9 月 12 日（金）  

郵送出願 

※締切日 

消印有効 

・ 必要書類をそろえ、市販の角形２号封筒（A4 サイズ）を使用

して、出願期間内に所属校地の学生生活課に郵送してくださ

い。 

・ 郵送用の出願封筒貼付票は本学奨学金ウェブサイトに掲載し

ています。 

・ 締切日を過ぎた消印のものは一切受付できません。 

 選  考 
・ 出願資格を満たしている者を、家計に重点をおいて選考しま

す（P.7 参照のこと）。 

12 月中旬 

（予定） 
採否発表 

・ 大学から付与されたメールアドレス（Microsoft365(Outlook)

のメール）宛に採否の結果を通知します。 

・ 採用者のみ父母宛に採用通知を郵送します。 

・ 電話などによる採否の問い合わせには応じられません。 

2026 年 1 月 9 日（金） 

（予定） 
奨学金の振込 

・ 届け出の金融機関に振込みます（学費未納の場合を除く）。 

・ 奨学金を学費に充当したい場合は、P.9 参照のこと。 

 

４．出願資格 

 
以下のすべてを満たす者となります。 

◆日本国籍を有する者 

または、在留資格が永住者・特別永住者・定住者・日本人（永住者・特別永住者）の配偶者、子・家族滞在 

◆学部生で在学期間が 4 年以内の者 

※休学期間及び特別在籍料適用期間は在学期間に算入しません。 

 

   ◆上記の出願資格を満たしていても、次のいずれかに該当する者は出願資格がありません。 

不明な点があれば、出願前に学生生活課までお問い合わせください。 

 

① 2025 年度秋学期に休学する者 

② 同志社大学奨学金と併用不可の民間団体奨学金を受給中の者 

③ 外国人留学生 

④ 2025 年度に通年で特別在籍料が適用される者 

⑤ 出願年度に通年で「高等教育の修学支援新制度」による給付奨学金を受給している者または授業料等減

免の適用を受けている者 

ただし、いずれかの学期または通年で下記に該当する者を除く。 

・第Ⅳ区分（理工農世帯）の者 

・【理工学部・生命医科学部生のみ】 

  第Ⅲ区分かつ自宅通学の者※ 

・支援区分外の者 

※通学形態は、出願時点の情報で判断する。 
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2025 年度に「高等教育の修学支援新制度」による給付奨学金を受給している者または授業料等減免の適用を 

受けている方は、下記の表を参考に出願資格を判断してください。 

 

〇：出願資格あり、×：出願資格なし 

 

 

 

例：【経済学部】2025 年度春学期：第Ⅲ区分（D）、2025 年度秋学期：第Ⅱ区分（b） 

⇒出願資格なし 

  【理工学部】2025 年度春学期：第Ⅰ区分（A）、2025 年度秋学期：第Ⅳ区分（理工農）（e） 

⇒出願資格あり 

  

 

   春学期 

 

 

 

 

秋学期 

A. 

第Ⅰ区分 

B. 

第Ⅱ区分 

C. 

第Ⅲ区分の

内、理工・生

命医科学部

の自宅通学

者 

D. 

第Ⅲ区分

の内、 

C以外 

E. 

第Ⅳ区分

（理工農

世帯） 

F. 

多子世帯、 

第Ⅰ(多子)、 

第Ⅱ（多子）、 

第Ⅲ（多子）、 

第Ⅳ(多子) 

G. 

支援区分外 

H. 

資格なし 

（ 2025 年度

春学期時点で

採用されてい

ない） 

 

a. 

第Ⅰ区分 

 

× × 〇 × 〇 × 〇 〇 

 

b. 

第Ⅱ区分 

 

× × 〇 × 〇 × 〇 〇 

c. 

第Ⅲ区分の内、

理工・生命医科

学部の自宅通学

者 

〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 

 

d. 

第Ⅲ区分の内、

c以外 

 

× ×  × 〇 × 〇 〇 

e. 

第Ⅳ区分 

（理工農世帯） 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

f. 

多子世帯、 

第Ⅰ(多子)、 

第Ⅱ（多子）、 

第Ⅲ（多子）、 

第Ⅳ(多子) 

× × 〇 × 〇 × 〇 〇 

g. 

支援区分外 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

h. 

出願予定 
       〇 
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５．成績基準 

 
❖1 年 次 生 … 大学入学をもって基準を満たしているものとします。 

❖2～4 年次生 … 2024 年度終了時、大学の成績が所属学部(学科)の GPA 上位 1/3 以内で、下表の単位数を修得 

していること。ただし、4 年次生のうち出願年度の春学期に休学した者は、3 年次生とみなし 

判定します。 

2025 年 4 月の転入・編入学生は入学試験合格をもって成績基準を満たしているものとします 

が、転入・編入学後最短修業年限（標準修業年限終期）までに卒業見込みとならない人は、採 

用されない場合がありますので出願前に学生生活課へご相談ください。 

（※学費未納による退学後、2025 年度中に再入学した学生については前年度までの成績で判 

定します） 

 

前年度末までの在学セメスター数

（休学期間を除く） 
修得単位数※1 

２もしくは３（２年次生） ３０単位以上 

４もしくは５（３年次生） ６５単位以上 

６以上（４年次生） 卒業見込者※2 

※1 免許資格関係科目・自由科目として履修したものを含まない  

※2 2025 年度秋学期履修中止期間終了時点で判定 

 

 

６．家計基準 

本人と生計維持者の支給額算定基準額※の合計が 154,500 円未満であること 

※支給額算定基準額＝（課税標準額）×6%－（市町村民税調整控除額＋市町村民税調整額） 

（100 円未満切り捨て） 

 

＜収入・所得の上限額の目安＞ 

家計基準は、本人と生計維持者の令和 7 年度（令和 6 年分）所得証明書に記載された情報に基づき、 

上記計算式に従って判定を行います。 

実際の世帯構成等は各世帯により異なるため、下表はあくまでも目安として利用してください。 

 

                                   （単位：万円） 

世帯 

人数 
世帯構成 

給与所得者の世帯 

（年間の収入金額） 

給与所得者以外の世帯 

（年間の所得金額） 

2 人 本人、親（ひとり親） 649 452 

3 人 
本人、親（ひとり親）、

高校生 
677 494 

4 人 
本人、親、親（無収入）、

高校生 
698 526 

4 人 
本人、親①、親②（給与

所得者）、高校生 

親①：656 

親②：155 

親①：453 

親②：155 

5 人 
本人、親①、親②（パー

ト）、高校生、中学生 

親①：698 

親②：100 

親①：530 

親②：100 

 

（注１）給与を受けている場合は、年間の収入金額（源泉徴収票における「支払金額」欄）、商店・農業等自営 

業を営んでいる場合は、年間の所得金額（確定申告書における「所得金額」）の目安となります。 

（注２）表中の数字はあくまで目安です。目安の金額を上回っていても支給対象となる場合や下回っていても支 

給対象とならない場合があります。 
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７．奨学金の金額 

①「高等教育の修学支援新制度」による給付奨学金または授業料等減免を受けていない場合 

 

学部 給付額（年額） 

神学部 

文学部 

社会学部 

法学部 

経済学部 

商学部 

政策学部 

グローバル地域文化学部 

300,000円 

文化情報学部 

スポーツ健康科学部 

320,000円 

理工学部 

生命医科学部 

430,000円 

心理学部 

グローバル・コミュニケーション学部 

340,000円 

※春学期または秋学期のみ上記に該当する場合は、記載の給付額の 1/2 となります。 

 

 

 

②「高等教育の修学支援新制度」による給付奨学金または授業料等減免を第Ⅲ区分で受けており、 

かつ日本学生支援機構給付奨学金を自宅通学の金額で受給する場合 

 

 

 

 

 

 

※春学期または秋学期のみ上記に該当する場合は、記載の給付額の 1/2 となります。 

 

 

 

③「高等教育の修学支援新制度」による給付奨学金または授業料等減免を第Ⅳ区分（理工農世帯）で受けている場合 

 

学部 給付額（年額） 

文化情報学部 86,600円 

理工学部 

生命医科学部 

196,600 円 

※春学期または秋学期のみ上記に該当する場合は、記載の給付額の 1/2 となります。 

 

 

支給額例： 

【法学部】 

2025 年度春学期：第Ⅲ区分（①～③に該当なし）、2025 年度秋学期：支援区分外（①に該当） 

⇒150,000 円（①の支給額の 1/2） 

 

 

【生命医科学部】 

2025 年度春学期：第Ⅲ区分自宅通学（②に該当）、2025 年度秋学期：第Ⅳ区分（理工農世帯）（③に該当） 

⇒119,800 円（②の支給額の 1/2+③の支給額の 1/2） 
  

学部 給付額（年額） 

理工学部 

生命医科学部 

43,000円 
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８．前年度の採用実績 

（人） 

出願者数 採用人数 

２７２ １９１ 

 

９．奨学金を学費に充当したい場合 

この奨学金によって 2025 年度秋学期学費の一部をまかなう予定の人は、この奨学金の出願にあわせて「学費延

期納入」の手続きが必要です。P.24 を参照のうえ、手続きをとってください。ただし、納入済の場合は充当でき

ません。 

奨学金を学費に充当した場合、充当後に差額分の学費振込用紙を送付します。その振込用紙を使用して差額を納

入してください。 

 

 

１０．秋学期入学者への奨学金の振込について 

2026 年 1 月 9 日（金）と 2026 年 6 月中旬（春学期分）の 2 回に分けて支給します。 

ただし、2026 年度春学期を休学した場合、春学期分の奨学金は支給いたしません。 
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奨学金の申込みには、「①インターネットによる申込み」と「②出願（指定の日時までに出願書類を郵送）」が必要で

す。 

ここでは、「①インターネットによる申込み」の手順について説明します。 

 

１．インターネット申込用ウェブサイトへアクセス 

① 各自パソコンで本学ウェブサイト(https://www.doshisha.ac.jp/students/)にアクセスします。 

※携帯電話・スマートフォンからは申込できません。 

※入力可能期間は、8 月 1 日（金）～9 月 12 日（金）です。この期間以外は入力できません。 

② “Web シングルサインオン”をクリックします。 

③ 「Web シングルサインオンサービス」のページで“パスワード認証”を選択し、各自のユーザ ID、PW を入力の

うえ、『奨学金・学費延分納申請』をクリックします。 

 

２．個人情報取り扱いについて   ※以下に示す画面はサンプル画面ですので、実際の画面とは異なる場合が

あります。 

 
 

３．奨学金の出願を選択 
 

 

  

 Ⅱ-2．インターネットによる申込みについて  

出願者氏名と学生ＩＤ、その他記載内容を確認し 

「同意します」を押します。 

※ 同意しない場合、次の画面に進めません。 

ここを押す 

ここを押す 

「奨学金の出願を行う」を選択して、次の画面に 

進みます。 
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４．出願データの作成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．個人情報入力 
 

 

 

  

「新規出願データを作成する」を選択して、次の画面

に進みます。 

① 個人情報を入力します。 

② ＊がついている項目は入力必須です。 

③ 複数の国籍をお持ちの場合は、国籍入力欄にすべ 

て入力してください。 

④ 「次画面に進む」を押して次の画面に進みます。 

 

ここを押す 

ここを押す 
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③ 同志社大学修学特別支援奨学金への出願を希望

する者は、「はい」をクリックしてください。 

詳細は P.27 以降を参照してください。 

※同志社大学修学特別支援奨学金の出願資格を 

満たさない場合は「いいえ」をクリックして 

ください。 

６．奨学金種別選択 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 奨学金の種別を選択します。 

② 民間・地方公共団体奨学金《大学推薦》の希望を

選択します。 

※ 学部 1～3 年生のみ登録が可能です。 

詳細は P.19 以降を参照してください。 

選択する 

④ 「次画面に進む」を押して次の画面に進みます。 

ここを押す 

 

選択する 

選択する 
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７．家計事情入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★入力項目の説明 

・「職業」は会社員、食品販売業、小学校教諭、家庭教師、アルバイト、事業専従者等、具体的に入力してくださ

い。なお主婦、家事手伝い、無職等もその旨を入力し、空欄にはしないでください（少しでもアルバイトをしてい

る場合は、「無職」等ではなく「アルバイト」と入力してください）。 

・「在職期間」は現在の職業についてからの年数を選択してください。 

・「勤務先」は、○○商店、○○会社、○○省○○局、○立○○学校等、具体的な名称を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

８．振込口座情報入力 
  

① 家計事情を入力します。 

② 「次画面に進む」を押して次の画面に進みます。 

ここを押す 

① 振込口座情報を入力します。 

【注意】 

振込口座は、学生本人名義の普通口座に限りま

す。外国の金融機関は指定できません。 

ゆうちょ銀行を指定される場合は、振込用の店

名・口座番号が必要です。 

 

② 「次画面に進む」を押して次の画面に進みます。 

ここを押す 
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９．入力内容確認 

 

 

  

① すべての項目を入力後「次画面に進む」を押すと、

この画面が表示されます。 

② 申込内容を確認し、間違いがなければ「データ確

定」を押してください。 

ここを押す 

申込内容に訂正がある場合は「訂正」

を押して訂正してください。 
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１０．願書印刷 

 
  

① 入力内容確認後「データ確定」を押すと、この画

面が表示されます。 

② 「願書印刷」を押して願書を印刷してください。 

振込依頼書も同時に出力されます。 

願書の最後に署名するのを忘れないでください。 

【印刷上の注意】 

A4 片面印刷にしてください。 

 

ここを押す 
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  願書のみの受付は一切いたしません。必ず下記の書類を全てそろえて出願してください。 

出願書類 説   明 対 象 

（1）奨学金願書 

（本学所定用紙） 

・P.10～15 の「インターネットによる申込について」を参照のうえ、ウェ

ブサイトから出力してください。 
全員 

（2）奨学金振込依頼書兼学費充

当確認書（本学所定用紙） 

・P.10～15 の「インターネットによる申込について」を参照のうえ、ウェ

ブサイトから出力してください(願書の最後のページに出力されます)。 

・振込口座は、学生本人名義の普通預金口座に限ります。 

・外国の金融機関は指定できません。 

・ゆうちょ銀行を指定される場合は、振込用の店名・口座番号が必要です。 

全員 

（3）出願者本人と生計維持者の 

所得証明書 

・出願者本人と生計維持者（父母両方）について提出してください。 

・P.17｢所得証明書の提出について｣を参照してください。 
全員 

（4）出願資格チェックリスト 
・https://www.doshisha.ac.jp/scholarships/latest_information/for_faculty.html#aki 

からダウンロード可能です。 
全員 

（5）スカラネット・パーソナル印刷

画面 

日本学生支援機構のスカラネット・パーソナルの出願時現在の支援区分が

表示されたページを印刷したもの 

日本学生

支援機構

給付奨学

金受給者 

（6）ひとり親家庭の証明書 

所得証明書に寡婦（夫）控除の記載がない場合のみ 

離婚・死別等の事実を証明する書類を提出（いずれか１点、コピー可） 

・学生本人の記載が含まれる戸籍全部事項証明書（戸籍謄本） 

（直近 3 か月以内に発行したもの） 

・最新の遺族年金振込通知書（ハガキ）または年金額改定通知書 

・外国籍の場合、離婚(死亡)届受理証明書（市区町村役場で入手可能）と

世帯全員分記載の住民票（必ず両方提出してください）。 

父又は母の

いずれかの

みを「生計

維持者」と

している方 

（7）在留資格および在留期間が 

明記されている証明書 

受給可能な在留資格であることを示す書類（いずれか 1 点） 
・在留カード（コピー） 
・特別永住者証明書（コピー） 
・住民票の写し（原本） 
等、在留資格・在留期間（※1）（※2）が明記されているもの。 

「家族滞在」の場合のみ上記に加えて 
・出入国記録の写し（原本）（※3） 

※1 「法定特別永住者」及び「永住者」については、在留期間が記載され
た書類の提出は必要ありません。 

※2 申込日時点で在留期限が経過している場合は上記書類に加え、延長申
請中の書類（コピー）を提出してください。 

※3 ここでいう出入国記録とは、小学校を卒業する年齢の前に日本に入国

したことを証明する出入国在留管理庁の記録です。 

外国籍 

の方 

 

【注意事項】 

・マイナンバーや医療保険の保険者番号・被保険者等記号、番号等が記載された書類は受け取れませ

ん。マスキングしたうえで提出してください。 

・提出書類は返却しません。 

・書類の不備、虚偽の記載があった場合は選考から除外します。 

 

独立生計者（学生本人が生計維持者）は出願前に学生生活課へご相談ください。 
  

 Ⅱ-3．出願書類の準備  

https://www.doshisha.ac.jp/scholarships/latest_information/for_faculty.html#aki
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令和７年度（令和６年分）の所得証明書（課税証明書）を提出してください。  

・原本を提出してください。 

・出願者本人と生計維持者（父母両方）について、その所得の多少にかかわらず提出してください。 

・無収入の方（無職の場合等）も所得０円と記載のある所得証明書（課税証明書）の提出が必要です。 

・住民票を置いている市区町役場に申請してください。 

・税務署で発行される納税額の証明書、住民税の通知書では受付できません。 

※京都市内の方は、「課税証明書」（全項目証明）を提出してください。 

 

 

ご準備いただく前に全項目チェックしてください。 

 

□所得証明書は、所得・収入の種類・内訳と金額、配偶者や扶養者の人数・控除の種類を確認するた

めに必要です。役所・役場には、これら全ての事項が明記されるように申請してください。 

 

□所得の有無にかかわらず必ず提出してください。収入が 0 円の場合や、パート勤務で扶養控除の

範囲内であっても、所得証明書は必要です。 

 

□無収入の場合、「総所得金額」「合計所得金額」等の項目に 0 円と記載されたものが必要となり

ます。全ての金額欄が“******”等で目隠しされているものや空欄のもの（課税・非課税のみの証

明となっているもの）は受付できません。役所・役場でその旨を伝えて証明書を取得してくださ

い。 

 

□税の申告を行っていないために「所得証明書」を取得できない場合は、早急に役所・役場に令和 

 6 年分｢市（区･町･村）民税・県（都･道･府）民税申告書｣の手続きを取り、（控）のコピーを提出

してください。 

 

 

 

 

 

 

 所得証明書の提出について  
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よくある質問 
 

 

 

Ｑ１．出願者本人はアルバイトをしておらず収入がありませんが、所得証明書は必要でしょうか？ 

Ａ１．所得の有無にかかわらず必ず提出してください。収入が 0 円の場合でも、総所得 0 円と記載さ

れたものが必要となります。課税・非課税のみの証明となっているものは受付できません。 

 

Ｑ２．父が海外在住のため証明書がとれません。どうすればよいでしょうか？ 

Ａ２．勤務先に 2024 年 1 月～12 月の総収入を証明する書類（円換算で記載、レート明記、日本語訳

添付）を作成してもらい、提出してください。なお、勤務先の本社が日本にある場合は、現地

給与と内地給与の合計がわかるようにしてください。 

 

Ｑ３．私（学生本人）が親の扶養に入っておらず、独立生計者です。どうすればよいでしょうか？ 

Ａ３．出願前に学生生活課へご相談ください。 
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１．概要 
民間団体奨学金には、大学の推薦が必要な奨学金と団体から直接募集がある公募制奨学金がありま

す。大学の推薦を必要とするものは、民間企業、財団法人、公益法人や篤志家などの団体が募集する奨
学金で、給付制と貸与制があり、団体によって採用基準、採用人数、金額および採用期間等が異なりま
すが、多くは卒業までの採用となります。なお、奨学生として採用されたことにより、卒業後の進路が
拘束されることはありません。 
これは、大学の推薦が必要な奨学金を希望する人のための登録制度です。 

   
２．志望登録対象者 
 

学部 1～3 年次生で同志社大学奨学金の家計基準に該当する方のうち、学業成績が優秀な方 

＊ これまでに民間団体奨学金に大学推薦を受けて採用となった人および大学推薦を受けたあと辞
退した人は登録できません。 

＊ 2026 年度募集の民間団体奨学金《大学推薦》を対象としていますので、現時点で 4 年次生以上
の人は登録できません。 

＊ 日本国籍以外の方は、在留資格がわかる書類のコピーを提出してください。 

＊ 外国人留学生は登録できません。 

 

３．志望登録後の手続き 
 
志望登録した人の学業成績および家計状況を学生生活課で確認したのち、推薦できる可能性がある

人については 2026 年 3 月下旬以降に学生生活課から連絡をします。また、再度収入に関する証明書類
を求めます。 

ただし、連絡があったことで必ず民間団体に推薦されるわけではありません。ご注意ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【採用後の注意】 

 

  

 Ⅲ．2026 年度募集 民間団体奨学金《大学推薦》 志望登録  

・ 志望登録を希望する場合は、インターネット入力画面(P.12 参照)の「民間・地
方公共団体奨学金《大学推薦》の登録を希望しますか。」で「はい」を選択し
てください。また、受付期間中に「2026 年度民間団体奨学金《大学推薦》志望
登録票」と、収入に関する提出書類を提出してください。 

・ 志望登録者が各民間団体奨学金を指定することはできません。 
 
・ 学業成績・家計状況を確認後、推薦できる可能性のある人には、学生生活課よ

り連絡をします（2026 年 3 月下旬～4 月上旬を予定）。その際、再度収入に関
する証明書類を求めます。 

・ 学生生活課から連絡をした人の中から、成績・家計・課外活動等や、将来、社
会に貢献できる人物であるかを考慮して選考します。 

・ 推薦候補者のみ、電話で面接の日時を連絡します。面接では、志望登録票の記
載事項や学習計画について質問します。 

 
・ 面接の結果、各団体の条件（成績、家計状況、人物など）に適した人を大学か

らの推薦者として決定します。推薦者には大学から連絡し、推薦団体への出願
書類を作成していただきます。 

 

 

・ 各団体が独自の基準で選考、審査を行います。 

大学から推薦されても、各団体での選考の結果、不採用になることがあります。 

 

 

 

 

・ 団体または大学から、採用結果を連絡します。 

 

志 望 登 録 

学 内 選 考 

（推薦候補者面接） 

推薦者決定 

 

団体による選考 

 

採用者決定 

 



 

20 

 

 

【採用後の注意】 

採用になった団体によっては、採用時の奨学金授与式、交流会、講演会、卒業時の修了式などの行事が
あります。これらの行事には、同志社大学の学生代表として参加する義務があります。 

また、学業成績は奨学金継続受給審査の対象になりますので、優秀な成績を維持してください。 

 

なお、各団体から大学への奨学生推薦依頼は例年概ね 5 月末までには終了します。それまでに大学から
面接等の連絡がなかった場合は、当該年度での推薦はできなかったことになりますので、ご了承ください。 

 

 
４．志望登録書類の作成と準備 

以下の書類をそろえて、出願期間内（表紙参照）に郵送してください。 

 

 

①2026 年度民間団体奨学金《大学推薦》志望登録票（ウェブサイトから出力したもの） 

「学生生活の状況」「自己評価」欄は以下の項目について、詳細かつ具体的に、全行にわたって

入力し、自分をアピールしてください。記述が少ない場合や内容が具体的ではない場合は、選考

上不利になります。 

・ 大学におけるこれまでの勉学の内容と今後の学修計画、目標 

・ 卒業後の進路（予定）、目標 

・ 現在までのクラブ、ボランティア等の課外活動実績（中学・高校での活動実績を含む） 

・ 取得済の資格名称または今後の資格取得目標 

・ 長所、その他の自己アピ－ル 

また、「現在受給中あるいは受給予定の奨学金」があれば、奨学金名称や受給金額を正確に書い

てください。その際「現在受給中あるいは受給予定の奨学金」が、他の奨学金と併せて受給可能

かを自身でよく調べたうえで、志望登録を行うようにしてください。 

 

②収入に関する提出書類 

出願者本人と生計維持者（父母両方）について、P.17 を参照し、所得証明書を提出してくださ

い。なお、同志社大学奨学金への出願も併せて行う場合、所得証明書は 1 部で結構です。ただ

し、収入状況・家庭事情により、所得証明書の他に書類の提出を求める場合があります。 

 

＊団体への推薦が決まった場合、健康診断書の提出が必要になることがあります。 

2026 年 4 月上旬に実施予定の大学の健康診断を必ず受診してください。 

（学外医療機関での健康診断書の発行は数千円を要します） 

 

 

 
意欲あふれるみなさんの登録をお待ちしています。  

 
 

  



 

21 

 

 

民間団体奨学金《大学推薦》一覧 

団体によっては、必ずしも毎年募集があるとは限りませんので、ご注意ください。 

《 給付型の奨学金 》 

団 体 名 設 立 趣 旨 対  象 月  額 
2025 年度 

採用人数*1 

アイザワ記念 

育英財団 

「大学生及び大学院生に対し奨学援

助を行い もって社会有用の人材を育

成すること」を目的として 1991 年に

設立。 

学部 2 年次生以上 30,000 円 2 

朝日ウッドテック財

団 

故海堀寅造氏の、経済的に恵まれな

い優秀な学生、生徒に対し奨学資金

を給付し、有為の人材育成と教育の

振興に寄与することを目的として、

その基金を寄付する旨の遺言にもと

づいて、昭和 50 年 5 月 13 日に設立 

商・法・経済・理工学部 

3 年次生 
40,000 円 1*2 

大阪造船所奨学会 

理工系の学生で学業優秀でありなが

ら経済的理由により就学困難な者に

対して奨学援助を行い、もって我が

国の科学技術分野の教育・学術研究

の発展に寄与することを目的として

2014 年に設立 

理工学部 3～4 年次生 30,000 円 1 

OBC 和田財団 
（株）オービックビジネスコンサル

タントにより 2019 年に設立 
学部 2 年次生 40,000 円 1 

樫山奨学財団 
(株）オンワード樫山設立者樫山純三

氏が私財を投じて 1977 年に設立 
学部 1 年次生 60,000 円 2*2 

木下記念事業財団 

マルイトグループの創業 40 周年記念

事業として、グループの創業者、故

木下政雄前理事長の資産を元に、次

代を担う学生に対する修学支援を目

的に昭和 50 年に設立 

学部 2～4 年次生 60,000 円 1 

久保育英会 
久保商事株式会社が資質優秀な大学

生を経済支援するために設立 
学部生 50,000 円 1 

鴻池奨学財団 
（株）鴻池組元会長故鴻池藤一氏と

社長鴻池一季氏により 1994 年設立 
学部 2～4 年次生 30,000 円 募集なし 

小森記念財団 
丸大食品（株）前社長故小森敏之氏

の遺志で 1982 年設立 
学部 1 年次生 30,000 円 1 

近藤記念財団 

「東洋炭素」の創業者である故近藤

照久氏の『経済的理由により修学困

難な生徒・学生への奨学給付により

教育の振興及び人材育成に寄与した

い』という趣意のもと、平成 6 年に

設立 

学部 1 年次生 40,000 円 
例年 8 月 

より募集 

春秋育英会 
日本火災海上保険（株）元社長斉田

高三氏が私財を投じて 

1955 年に設立 

学部生 30,000 円 2 

昭和教育振興財団 （株）昭和丸筒が設立 

大阪府下在住または大阪

府下在住者が保護する学

部 1 年次生 

30,000 円 1 

瀧川奨学財団 
兵庫トヨタ自動車株式会社が社会有

為の人材の育成、或は国際社会の理

解と友好促進に寄与するために設立 

兵庫県出身の学部 1 年次生 
文系 25,000 円 

理系 28,000 円 
1 
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団 体 名 設 立 趣 旨 対  象 月  額 
2025 年度 

採用人数*1 

中信育英会 
京都中央信用金庫が創立 40 周年を記

念し 1981 年に設立 
学部 2 年次生 20,000 円 3 

戸田育英財団 
戸田建設（株）会長故戸田利兵衛氏

の強い意向を受け、氏の私財、戸田

建設からの寄附を基に 1981 年に設立 

学部 1～2 年次生 37,000 円 1 

中西奨学会 中西金属工業（株）が設立 理工学部 3 年次生 45,000 円 2 

中村積善会 故中村静尾氏が 1947 年に設立 学部生 50,000 円 3 

西村奨学財団 （株）マンダムにより 1999 年に設立 
大阪府下に居住または戸

籍がある学部１年次生 
70,000 円 1 

日揮・実吉奨学会 
日本揮発油（株）（現日揮（株））

創業社長故実吉雅郎氏の寄附により

1968 年に設立 

理工・生命医科学部生 
年額 400,000 円 

(1 か年限り) 
1*2 

日本証券奨学財団 
(社)日本証券業協会の発足を記念し

1973 年に設立 
学部 2 年次生 

自 宅:45,000 円 

自宅外:55,000 円 
1 

阪和育英会 
阪和興業（株）からの基金の寄付を

もとに 1957 年に設立 
学部生 40,000 円 1 

ひよこ奨学財団 エステー（株）により 2021 年に設立 
理工・生命医科学部 

2 年次生 
30,000 円 1*2 

福嶋育英会 
兵庫県下における教育の振興、人材

育成に寄与するため、1990 年に設立 

兵庫県出身の学部 

1 年次生 
40,000 円 募集なし 

藤井国際奨学財団 

アジア諸国の留学生並びに国内の優

秀な者に対する奨学及び援助等に関

する事業を行い、もって我が国とア

ジア諸国を中心とした諸外国との友

好親善に寄与することを目的に 2006

年に設立 

経済・商・理工学部 

3～4 年次生 
50,000 円 1 

松口奨学会 

東南・東アジア並びに我が国におい

て、広く育英事業を行い、当該地域

の平和と繁栄並びに文化の向上に寄

与する国内外の人材を育成するため

に 2015 年に設立 

学部 1～2 年次生 40,000 円 2 

松原奨学財団 
（株）システム情報の創業者が 2020

年に設立 
学部 2・3 年次生 30,000 円 4 

三木瀧蔵奨学財団 
三共生興（株）会長故三木瀧蔵氏が

私財を投じて 1972 年に設立 

兵庫県出身の 

学部 1 年次生 
40,000 円 1 

三菱ＵＦＪ信託 

奨学財団 
三菱信託銀行（株）が 1953 年に設立 

社会･法･経済･商･政策学

部の 2～4 年次生 
50,000 円 3 

村尾育英会 

「若者に夢を与え、豊かな人間性を

養うことが、次の時代を形成する原

動力であり、文化・学術の復興を図

ることが社会に貢献することであ

る」という理念に則り、設立 

兵庫県出身の 2 年次生 36,000 円 1 
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団 体 名 設 立 趣 旨 対  象 月  額 
2025 年度 

採用人数*1 

山田育英財団 
（株）キング創設者山田松義氏が私

財を投じて 1981 年に設立 
学部 2 年次生 20,000 円 1 

ユニ・チャーム 

共振財団 
ユニ・チャーム㈱が設立 

理工・生命医科学部 

3 年次生 
40,000 円 1*2 

夢＆環境支援 

宮崎記念基金 

学術優秀、品行方正、心身健全であ

りながら、経済的理由により修学が

困難な者に対し、奨学援助に関する

事業を行い、もって社会に有用の人

材を育成することを目的として 2014

年に設立 

学部生 30,000 円 1 

 

*1  2025 年度採用人数には、外国人留学生は含まれていません。 

*2  団体の選考スケジュールにより 2025 年度推薦中の人数 

 

学年別採用人数(推薦中の人数を含む) 

1 年次生 2 年次生 3 年次生 4 年次生 合計 

16 17 8 0 41 
※上記学年は、志望登録時ではなく、新年度時です。 
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次のような緊急援助・その他の制度がありますので、希望する者は学生生活課まで相談に来てください。 

 

１．緊急時の奨学金制度 

家計状況の急変（会社都合による退職、倒産など）や不慮の災害等により、著しく学資支弁に支障をきたし、緊

急に援助を必要とする場合には、募集期間外であっても随時申請できる奨学金があります。 

詳細については、学生生活課までお問い合わせください。 

 

２．同志社大学修学特別支援奨学金 

災害・不慮の事故・病気等で生計維持者が死亡または重度の後遺障がいにより就労不能な状態となった場合もし

くは、災害等により居住する住宅が半壊以上の被害を受けたことにより、著しく家計状況が急変した場合に出願

できます（詳細は P.27 以降を参照してください）。 

 

３．同志社大学短期貸付金 

一時的に生活費の支弁が困難となった場合、次の短期貸付金の申込ができます。 

申込の際は、学生証と印鑑（朱肉で押印できるもの）を持参してください。なお、貸付を受けるためには連帯保証

人を立てていただき、その方の承認が必要です。 

①一般貸付    30,000 円以内（3 か月以内に月賦返還） 

生活費の支弁が一時的に困難になったとき。 

②特別貸付    100,000 円以内（10 か月以内に月賦返還） 

急病、下宿火災などのため、生活費の支弁が困難になったとき。 

（診断書、罹災証明書等のコピーが必要） 

 

４．学費の延納・分納 

期限内に学費を納入できない場合、所定の期間内に手続きをすれば、学費を延納または分納することができます。

希望者は期間内に本学ウェブサイト内在学生のページ（https://www.doshisha.ac.jp/students/index.html）から、

Web シングルサインオンにアクセスし、奨学金・学費延分納申請システムから手続きをしてください。 

 

秋学期 

手続期間 9 月 24 日（水）～ 10 月 31 日（金） 

納入期限 
分納 1 回目        11 月 28 日（金） 

分納 2 回目  2026 年 1 月 19 日（月） 

延納        2026 年 1 月 19 日（月） 

 

 

 

 

 

 

 Ⅳ．緊急時の奨学金制度・その他  
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高等教育の修学支援新制度

家計基準 成績基準

日本学生支援機
構給付奨学金

給付

世帯収入により異なる

給付奨学金（月額）

自宅外通学

第Ⅰ区分：75,800円
第Ⅱ区分：50,600円

第Ⅲ区分：25,300円
第Ⅳ区分（多子世帯）：19,000円

自宅通学

第Ⅰ区分：38,300円

第Ⅱ区分：25,600円

第Ⅲ区分：12,800円
第Ⅳ区分（多子世帯）：9,600円

7月上旬
（予定）

12月上旬

（予定）

他に国籍・在留資格等に関する要

件、大学等に進学するまでの期間
等に関する要件あり。

給付期間：標準修業年限まで。た
だし継続にあたり毎年学業成績・

学修意欲、経済状況についての審

査あり。

（*4）

授業料等減免
授業料等

減免

世帯収入により異なる

授業料減免（年額）
第Ⅰ区分：700,000円

第Ⅱ区分：466,700円

第Ⅲ区分：233,400円

第Ⅳ区分（多子世帯）：175,000円

第Ⅳ区分（理工農）：233,400円

入学金減免（新入生）
第Ⅰ区分：200,000円

第Ⅱ区分：133,400円

第Ⅲ区分： 66,700円

第Ⅳ区分（多子世帯）：50,000円

第Ⅳ区分（理工農）：66,700円

7月下旬

（予定）

12月下旬
（予定）

他に国籍・在留資格等に関する要

件、大学等に進学するまでの期間

等に関する要件あり。

授業料減免期間：標準修業年限ま

で。ただし継続にあたり毎年学業

成績・学修意欲、経済状況につい
ての審査あり。

（*4）

大学独自の奨学金

家計基準 成績基準

同志社大学
奨学金

給付

2024年度の給付金額（年額）

神、文、社会、法、経済、商、政策、

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ地域文化学部：300,000円
文化情報、スポーツ健康科学部：

320,000円
理工、生命医科学部：430,000円

心理、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部：
340,000円

※「高等教育の修学支援新制度」との

併給には条件があります。

本人と生計維持

者の支給額算定
基準額の合計が

154,500円未満で
あること(*5)

1年：入学をもっ

て基準を満たす
2年以上：学部･
学科上位1/3以内

かつ所定単位数
以上を修得

191
[272]

7月中旬～
（予定）

8月～
9月中旬

（予定）

12月中旬
（予定）

給付期間：１か年限り

（毎年出願可）
外国人留学生は出願不可

※「高等教育の修学支援新制度」
との併給には条件があります。

同志社大学

育英奨学金
給付 年額　300,000円 100

給付期間：１か年限り

（毎年出願可）

同志社大学

寄付奨学金
給付 年額　100,000円 16

5月下旬

（予定）
１か年限り（推薦制）

同志社大学

修学特別支援奨

学金

給付 年額　200,000円

災害・不慮の事

故等で家計支持

者が死亡または
後遺症により就

労不能となった

場合、災害等に

より住宅が半壊
以上の被害を受

け、家計が急変

した場合

1年：所定単位数
以上を修得

2年以上：学部･

学科上位2/3以内

かつ所定単位数
以上を修得

6

[6]

7月中旬～

（予定）

8月～

9月中旬

（予定）

12月中旬

（予定）

１か年限り

出願：事由発生から１年以内であ

ること

同志社大学

短期貸付金

貸与

（無利子）

①一般貸付  30,000円以内

②特別貸付 100,000円以内

①0

②0

返還：一般貸付の返還は3か月以
内、特別貸付は10か月以内の月賦

による

Ⅵ.　奨学金制度一覧

出願期間
(*2)

採否決定 備考

詳細は文部科学
省、日本学生支

援機構のWEBｻｲ

ﾄ、同志社大学の

奨学金のｻｲﾄを参

照

（*3）参照
332

[463]

3月下旬～
（予定）

9月上旬～

（予定）

家計が急変
した場合は

随時対応

4月上旬～

5月上旬

（予定）

9月中旬～

10月中旬

（予定）

家計が急変

した場合は

随時対応

願書
入手時期

名称 種類 金額
対象 採用(*1)

[出願]

名称 種類 金額
対象 採用(*1)

[出願]
採否決定 備考

学術、文化、ｽﾎﾟｰﾂ活動等に優れた
成果をあげ、かつ、学業、人物共

に優秀な者

全学部合計100名以内

公募及び学部推薦

(学部により異なる)

やむを得ない事情で、一時的に生

活費支弁が困難になった者

緊急の場合に随時

（事務室開室時間）

学部長等に推薦された学力・人物

ともに優秀な者
公募はしない

願書

入手時期

出願期間

(*2)

 Ⅴ．奨学金制度一覧  
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学外の機関等による奨学金

家計基準 成績基準

日本学生支援機

構
第一種奨学金

貸与

（無利子）

月額20,000円～64,000円

※入学年度により異なります
詳細は、『貸与奨学金案内』を参照

生計維持者の貸
与額算定基準額

が189,400円以下
であること(*6)

1年：高校成績評
定平均値3.5 以

上

2年以上：学部･
学科上位1/3以内

かつ所定単位数
以上を修得

日本学生支援機
構

第二種奨学金

貸与

（有利子）

月額20,000円～120,000円

※入学年度により異なります
詳細は、『貸与奨学金案内』を参照

生計維持者の貸
与額算定基準額

が381,500円以下
であること(*6)

1年：入学をもっ
て基準を満たす

2年以上：所定単
位数以上を修得

同志社校友会
奨学金

給付 年 額     　 300,000円 50 1月下旬
１か年限り
（推薦制）

民間・

地方公共団体奨
学金

給付

または
貸与

各奨学団体により異なる 106

大学推薦団体分は同志社大学奨学

金・同志社大学貸与奨学金と同時
に募集(民間団体奨学金のみの登

録可)。
返還：貸与の場合は各奨学団体に

より異なるが卒業後10～15年以内

＊1  採用者数[出願者数] は2024年度実績。
　　同志社大学奨学金は採用人数に限度があるため基準内であっても採用されない場合があります。

＊2  詳しい出願時期、出願方法に関しては、出願のしおりや本学奨学金ウェブサイト等にて必ずご確認ください。
＊3 成績基準

　1年：次の①から④までのいずれかに該当すること
　　①高校等の評定平均値が3.5以上であること

　　②入学試験の成績が上位1/2以上であること
　　③高校卒業程度認定試験の合格者であること

　　④学修の意欲や目的、将来の人生設計等が学修計画書により確認できること
　2年以上：次の①か②のいずれかに該当すること

　　①GPA（平均成績）等が学部・学科上位1/2以上であること

　　②修得単位数が標準単位数以上であり、学修の意欲や目的、将来の人生設計等が学修計画書により確認できること
＊4 本制度による支援を受ける者は、日本学生支援機構貸与奨学金（第一種）の貸与金額が制限される場合がある。

＊5 支給額算定基準額＝（課税標準額）×6%－（市町村民税調整控除額＋市町村民税調整額）（100円未満切り捨て）
＊6 貸与額算定基準額＝（課税標準額）×6%－（市町村民税調整控除額）－（多子控除）－（ひとり親控除）－（私立自宅外控除）（100円未満切り捨て）

名称 種類 金額
対象 採用(*1)

[出願]

各奨学団体により異なる
（大学推薦団体は学業・人物とも

に優秀で、経済的な理由により修
学が困難な者）

[大学推薦団体]

願書交付：7月中旬～（予定）
出願期間：8月～9月中旬（予定）

[公募団体]

3月下旬より随時募集

備考

一種
132

二種
351

[492]

3月下旬～
（予定）

9月上旬～

（予定）

家計が急変

した場合は
随時対応

4月上旬～

5月上旬
（予定）

9月中旬～

10月中旬
（予定）

家計が急変
した場合は

随時対応

7月上旬
（予定）

12月上旬

（予定）

標準修業年限まで貸与
外国人留学生は出願不可

第二種奨学金の金利の種類は、利
率固定方式、利率見直し方式があ

る。利率の上限は3％。
返還：借用総額により異なるが卒

業後10～20年以内
新入生（編入学生含む）には、初

回振込に10～50万円増額できる制

度がある。
在学留学あるいは海外の大学院に

進学する者を対象に利用できる第
二種奨学金制度もある。

願書

入手時期

出願期間

(*2)
採否決定

成績優秀かつ経済的支援を
必要とする2年次生以上の者

公募はしない
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『同志社大学修学特別支援奨学金』は、災害・不慮の事故・病気等で生計維持者が死亡または重度

の後遺障がいにより就労不能な状態となった場合、または災害等により居住する住宅が半壊以上の被

害を受けたことにより、著しく家計状況が急変した場合に出願できる奨学金制度です。出願を希望す

る者は下記の要領で書類を提出してください。 

１）事前相談：出願の前に、学生生活課に相談してください。 

２）インターネット申込：8 月 1 日（金）～9 月 12 日（金） 

３）出願：以下参照 

●同志社大学奨学金を同時に出願する場合：郵送提出 

出願期間（※最終日消印有効） 提出方法 

8 月 1 日（金）～9 月 12 日（金） 

同志社大学奨学金の出願書類と一緒に、所属

校地の学生生活課へ郵送。 

上記奨学金所定の出願封筒貼付票の余白に、

「同志社大学修学特別支援奨学金希望」と朱

書きしてください。 

●同志社大学修学特別支援奨学金のみを出願する場合：郵送提出 

 

 

 

 

○ 出願期間、提出方法は厳守してください。 

○ 出願のしおりを熟読のうえ、提出書類を全てそろえて出願してください。願書のみ、もしくは収入

書類のみ提出の場合、受付はできません。 

○ 採否に関する諸連絡は、Microsoft365(Outlook)のメール（大学から付与されたアドレス宛）を利用

して行いますので、出願と同時にご自身が日常使用するメールアドレスへの転送設定をしてくださ

い。 

○ 採否の連絡は 12 月中旬を予定しています。 

○ 奨学金の振込は 2026 年 1 月 9 日（金）を予定しています。 

１．出願資格 
 

在学期間４年以内の学部学生で、下記の基準を満たす者を対象とする。ただし、出願年度の秋学

期休学者及び出願年度に通年で特別在籍料が適用される者は出願資格を満たさない。なお、出願

時点で家計急変の事由発生から 1 年以内の事由に限る（ただし 1 年次生は入学後に発生した事由

に限る）。 

  

 Ⅵ．同志社大学修学特別支援奨学金について  

出願期間（※最終日消印有効） 提出方法 

8 月 1 日（金）～9 月 12 日（金） 
出願封筒貼付票に「同志社大学修学特別支援

奨学金希望」と朱書きしてください。 
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（１）家計基準 

次の①②いずれにも該当すること 

① 災害またはその他不慮の事故、病気等で主たる生計維持者（父母またはこれに代わって生計

を維持する者）が死亡または重度の後遺障がい（障害等級第二級以上を対象とする）により

就労不能な状態となった場合もしくは、災害等により居住する住宅（主たる生計維持者が所

有し、かつ生活の本拠としている日本国内の住宅をいう）が半壊以上の被害を受けたことに

より、著しく家計状況が急変した場合とする。※借家・賃貸マンション等は対象外です。 

② 日本学生支援機構第二種奨学金の家計基準を満たすこと。 

 

（２）成績基準 

① 学業成績 
２年次生以上は 2024 年度終了時点で所属学部（学科）の GPA が上位２／３以内。 

② 修得単位数 
１年次生は１５単位以上を修得していること。 
２年次生以上は 2024 年度終了時点で以下の単位を修得していること。ただし、4 年次生のう
ち出願年度の春学期に休学した者は 3 年次生とみなし判定する。 
 

 

    
 

 

 

※1 免許資格関係科目・自由科目として履修したものを含まない  

※2 2025 年度秋学科目登録完了時点で判定 

 
③ 転入・編入学生 

転入・編入学年度においては、本学入学をもって学力基準を満たしているものとみなす。 
ただし、２年次転入学生は３年間、３年次転入編入学生は２年間で卒業できる者に限る。 

④ 休学期間及び特別在籍料適用期間は在学期間に算入しない。 
 

 

２．給付額 

 

給付額は、１人につき年額２０万円とする。なお、給付は在学期間中に１回限りとする。 

同志社大学修学特別支援奨学金を、同志社大学奨学金、同志社大学緊急貸与奨学金、同志社大学育英
奨学金、同志社大学寄付奨学金及び同志社大学修学支援奨学金と同一年度に併給する場合の総額は、
授業料相当額を限度とする。ただし、大規模自然災害等による被災学生に対する授業料等の減免及び
大学等における修学支援に関する法律に基づく授業料等減免を受けた場合は、減免後の授業料相当額
を限度とする。 

 
 

３．奨学金を学費に充当したい場合 
 

この奨学金によって 2025 年度秋学期学費の一部をまかなう予定の人は、この奨学金の出願にあわせ

て「学費延期納入」の手続きが必要です。P.24 を参照のうえ、手続きをとってください。ただし、納

入済の場合は充当できません。 

奨学金を学費に充当した場合、充当後に差額分の学費振込用紙を送付します。その振込用紙を使用し
て差額を納入してください。 
 
  

前年度までの在学セメスター数 
（休学期間を除く） 

２もしくは３
（２年次生） 

４もしくは５ 
（３年次生） 

６以上 
（４年次生） 

修得単位数※1 ３０単位以上 ６５単位以上 卒業見込者※2 
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４．出願方法 

 

今回募集する、「2025 年度 同志社大学奨学金」と同時スケジュールとなります。 

出願資格に合致し、出願を希望する者は、インターネット入力画面（P.12 参照）の「同志社大学修学特別
支援奨学金への出願を希望しますか。」で「はい」を選択してください。また、下記の「家計状況が急変し
た事由を証明する書類」を提出してください。 

 

 

５．出願書類 
 
・奨学金願書（ウェブサイトから出力） 

・振込依頼書 兼 学費充当確認書（ウェブサイトから出力） 

・所得証明書（P.17｢所得証明書の提出について｣を参照し、出願者本人と生計維持者（父母両方）につい
て提出してください。） 

なお、同志社大学奨学金への出願、または民間団体奨学金への志望登録をする場合は 1 部で結構です。 

・家計状況が急変した事由により以下のいずれか 

 

（生計維持者が死亡した場合） 

• 死亡日がわかる書類（死亡診断書・死亡届・戸籍全部事項証明書のコピー等） 

（生計維持者が重度の後遺障がいにより就労不能な状態となった場合） 

• 重度の後遺障がいが証明できる書類（障害等級第二級以上の障害者手帳・障害等級第二級以

上の記載のある診断書のコピー等） 

（災害の場合） 

• 罹災証明書（コピー可） 

• 家屋の所有が証明できる書類（登記簿謄本・権利書・固定資産評価証明書のコピー等） 

（不慮の事故等の場合） 

• 交通事故証明書等（コピー可） 

 
※提出書類が不備の場合は選考から除外しますので、不明点が生じた場合は、事前に学生生活課に確認し

てください。 

※場合により、追加で書類を求めることがあります 

 

 

６．その他 
 

学生本人が死亡した場合の奨学金の取扱いについては、本しおり P.4「1.概要」を確認してください。 

 

 

 

以上 


